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 風
と
語
ろ
う 

 
  

そ
れ
に
は
、
法
人
本
部
の
機
能
強
化
を
目
指
し
、

法
人
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
り
、
豊
岡
光
生

園
・
三
芳
光
陽
園
・
鴨
川
ひ
か
り
学
園
・
湊
ひ
か
り

学
園
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
・
太
陽
の
し
ず
く 

そ

れ
ぞ
れ
の
さ
ら
に
充
実
し
た
組
織
作
り
に
取
り
組
ん

で
行
き
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
施
行
の
「
障
害

者
総
合
支
援
法
」
の
要
請
に
応
え
た
い
所
存
で
あ
り

ま
す
。
特
に
本
年
度
は
、
相
談
支
援
事
業
の
業
務
拡

充
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
法
的
に
も
少
々
改
正
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
の
趣
旨
を
よ
く
よ
く
勘
案

し
、
前
向
き
に
実
施
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 

い
ま
、
国
の
社
会
福
祉
法
人
運
営
の
報
酬
を
見
る

と
財
源
は
よ
う
や
く
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
単
価
自

体
は
、
減
額
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
法
人
運
営
に
は
支
障
を
き
た
し
ま
す
が
当

法
人
と
し
て
は
、
一
丸
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
く
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
年
度
の
当
法
人
の
主
な
事
業
を
あ
げ
れ

ば
、
優
先
順
位
の
筆
頭
は
老
朽
化
が
甚
だ
し
い

豊
岡
光
生
園
の
改
造
・
改
築
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
当
初
は
、
新
年
度
早
々
の
着
工
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
一
部
設
計
変
更
等
の
関
係
か
ら

若
干
遅
れ
て
お
り
ま
す
も
の
の
、
予
定
工
期
に

は
、
完
成
さ
れ
る
も
の
と 

思
わ
れ
ま
す
。 

 

福
祉
を
取
り
巻
く
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
     

 
 

 
 

〝
き
ら
め
き
発
刊
に
あ
た
っ
て
〝 

 

社
会
福
祉
法
人
薄
光
会 

理
事
長 

山
﨑
照
海 

 

 
 

 

本
年
も
決
算
報
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
三
年
度
の
決
算
報
告
を
記
載
致
し
ま
し
た
の

で
、
ご
高
覧
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
当

法
人
、
各
事
業
所
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
て
誠
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
度
は
、
四
月
一
日
付
け
で
大
幅
な
人

事
異
動
を
行
う
と
と
も
に
、
若
干
名
の
新
規
職
員
を

採
用
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
配
置
さ
れ

早
く
も
二
ヶ
月
が
経
過
し
、
各
々
、
意
欲
を
持
っ
て

職
務
に
専
念
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
し
て
お
り
ま

す
。
当
法
人
は
、
認
可
後
三
十
三
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
職
員
と
親
た
ち
は
一
丸

と
な
っ
て
温
か
い
援
助
の.

手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

る
多
く
の
人
達
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
我
が
子
た
ち

が
安
心
し
て
生
涯
を
送
れ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
邁
進

し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
努
力
事
項
と
し
て
『
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
職
員
と
保
護
者
と
の
連
携
』
を

標
題
と
し
て
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
法
人

の
発
展
を
期
待
し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。 

絵 

鳥
居



１　減価償却累計額　  1,121,498,020円

２　徴収不能引当金の額　            0円

4,669,833

97,454,000

69,381,906

1,128,207,605

670,187,102

116,031,958

353,508,392

374,115,284

貸借対照表

10,020,000

76,064,000

0

0

86,084,000

-79,664,167 

0

126,157,536

薄光会
全体

290,211,126

640,134,694

9,960,032

7,028,769

13,126,994

753,710

156,374

1,856,125

97,454,000

28,342,980 1,454,79211,328,115 92,851,960 100,959,137 7,323,027 6,141,316 30,407,852

0

20,606,892

6,419,833

1,011,686,721

116,520,884

1,501,000

0

1,530,000

3,031,000

19,280,825

19,280,825

-16,249,825 

0

1,750,000

195,338 2,878,300 3,040,461 2,353,458 2,290,675 1,568,519

11,090,226 87,110,497 94,832,876 12,007,854 5,945,978 27,529,552

9,000,000 0

40,464,678 6,527,582 94,761,691 83,088,862 29,746,037 32,487,142

237,889 73,465,463 10,950,228 -4,684,827 195,338 5,085,575 14,566,071 6,353,458 6,290,675 3,079,859 309,164 671,991

0 0 172,500 0 0 551,250

41,064,000 540,000 540,000 0 0 7,890,000

24,453,447 35,198,272 4,076,981 1,386,412 11,787,733 7,650,542 3,478,478

0 37,416,599 38,580,578 5,207,887 0 9,503,000

43,064,480 311,789,808 258,205,836 35,779,851 6,722,920 99,847,266

312,000 175,914,299 172,764,258 31,179,810 5,141,170 65,029,708

40,200,000 41,064,000 0 0 0 0 10,100,000 0

0 8,670,690 0 0 0 6,296,269 4,539,467 35,775,210

0 0 0

480 0 4,382 0 0 2,676 0 0

0 0 0 0 0 359,510 394,200 0 0

0 0 0

0 4,917,218 1,513,570 1,308,000 50,600 1,179,360 1,042,079 266,990 324,260 1,086,450 1,438,467 0

2,864,000 1,531,382 1,823,902 0 0 263,000 476,190 57,295 13,000

0

0 1,025,202 5,203,377 593,650 0 512,601 2,112,601 0 0 0 512,601 0

0 0 0 0 0 0

0 254,581,316 0 0 0 91,233,850 78,841,860 0 36,560,178 107,503,080 71,414,410

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)

収
入

支
出

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

介護保険収入

自立支援費等収入

経常経費補助金収入

財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

施設整備等補助金収入

施設整備等寄附金収入

固定資産売却収入

施設整備等収入計(4)

固定資産取得支出

財務支出計(8)

積立預金積立支出

借入金収入

借入金元金償還補助金収入

積立預金取崩収入

財務収入計(7)

借入金元金償還金支出

収
入

収
入

相談支援
天羽

寄附金収入

雑収入
経
常
活
動
に
よ
る
収
支

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

予備費(10)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

借入金利息補助金収入

受取利息配当金収入

経理区分間繰入金収入

補助事業等収入

借入金利息支出

経理区分間繰入金支出

支
出

0 0 249,660,605 33,878,201 6,672,320

施設整備等支出計(5)

経常収入計(1)

人件費支出

事務費支出

事業費支出

勘  定  科  目 法人本部
豊岡

光生園
三芳

光陽園
三芳

通所介護

1,591,108,623

湊ひかり
デイ

湊ひかり
児童デイ
湊ひかり

ケアホーム
COCO

太陽の
しずく

36,896,453

純資産の部

資金収支決算内訳表
自 平成   23年    4月    1日 ～ 至 平成   24年    3月   31日

1,527,156,049

14,497,928 22,390,961

0 0 0 0

資産の部

科  目

流動資産

  現金預金

29,552,635 19,611,468

0 0 0 0

331,545,627

90,418,200 101,984,429

350,569,660

32,593,096 21,964,926 16,788,603 23,959,480

0 0 3,500,000 1,650,000

-1,750,000 -5,650,000 

0 0 0

0

4,000,000 2,000,000 4,000,000 2,000,000

0 0

3,500,000

0

-4,000,000 -1,270,000 

28,155,616 782,801

187,364 671,991

0 0

0 0

0

0

0 0

0

0 0

0

0 0

支
出

0

0 0

-121,800 

0

0 -457,275 -5,875,610 0

1,750,000 0 0 0

0 0 0

0 8,190,000 2,893,800 0 0 457,275 5,875,610

0 0

0

0 0 0

0

0 457,275 5,875,610 0

2,000,000 0 1,870,000

0 2,600,000

5,650,000 4,000,000 4,000,000 3,870,000

-4,000,000 

0 0 1,742,340

その他の支出 0 0 0

流動資産評価減等による資金減少額 0

0 1,501,000 0

0 61,064,000 3,000,000

0 0

121,800

0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 1,000,000

0 0 2,069,833

0 0

0 00 61,064,000 4,000,000

0 0 0

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

0 0 0

0

0 0 0 0

0 -241,340 

1,742,340

0 0

0

0 0 0 00 1,530,000 0 0

0

経常支出計(2) 42,826,591 238,324,345 247,255,608

0

0 0 0 0

0

121,800 00 8,190,000 2,893,800 0

109,484,032 83,509,219 3,210,934

0 1,530,000 0 0

0 00 0

0 0

元入金支出 0 0 0

0 0 0 0

0 -6,660,000 -2,893,800 0

237,889 5,741,463 6,126,261 -4,684,827 

0

0

0 0 00 0 0

0 0

0 00 0 2,069,833 0

0 -61,064,000 -1,930,167 0

0

0 1,750,000

0

0 0 0

2,000,730 16,228,839

0 343,975

0 0

10,990,000 6,100,000 9,400,000 11,930,000

0 0 2,600,000

0 0 0

0 00 0 0

58,551,769 15,017,264 18,985,461

0

1,501,000 0 0

2,100,951 11,616,294 11,952,693 879,564

6,758,822 202,635

0

0 0

55,797,704 2,128,735

1,450,591

69,364,924

97,654,933 36,099,495 38,777,817 112,563,891

788,400 0

5,108,151 5,150,295

148,536 0 0 300

83,818,383 3,882,925

0 0 6,090,000 0

1,880,379 3,974,061 4,362,905 3,882,925

0

資産の部合計 1,628,005,076

  有価証券

  未収金

  貯蔵品

  立替金

  前払金

  短期貸付金

  仮払金

19,024,033

-11,566,229 

1,459,780,342 67,375,707

  ソフトウェア

  その他の固定資産

当年度 前年度

0 0

1,037,224 415,145

  収益事業会計元入金

  措置施設繰越特定預金

  移行時特別積立預金

  移行時減価償却特別積立預金

  人件費積立預金

  修繕費積立預金

  土地

  建設仮勘定

  権利

  投資有価証券

  長期貸付金

  公益事業会計元入金

その他の固定資産

  建物

  構築物

  機械及び装置

増  減

397,824,311 397,676,673 147,638

235,682,975 215,189,273 20,493,702

  備品等購入積立預金

  施設整備等積立預金

  車輌運搬具

  器具及び備品

  その他の流動資産

固定資産

基本財産

  建物

  土地

  基本財産特定預金

622,079

0 0 0

0 370,000 -370,000 

0

161,104,112 181,702,255 -20,598,143 

0 0 0

1,230,180,765 1,193,431,950 36,748,815

798,381,301 837,445,518 -39,064,217 

0 0 0

0 0 0

1,000,000 1,000,000 0

431,799,464 355,986,432 75,813,032

587,854,117 626,918,334 -39,064,217 

209,527,184 209,527,184 0

84,000 252,000 -168,000 

11,116,426 14,834,501 -3,718,075 

2,026,356 2,188,345 -161,989 

22,853,470 23,196,498 -343,028 

6,615,000 0 6,615,000

0 0 0

30,542,222 28,115,165 2,427,057

0 0 0

0 0 0

0 0 0

30,000 30,000 0

0 0 0

0

14,500,000 11,500,000 3,000,000

0 0 0

73,390 493,223 -419,833 

1,090,530 1,078,630 11,900

1,591,108,623 36,896,453

科  目

流動負債

  短期運営資金借入金

  未払金

  預り金

233,423,070 173,959,070 59,464,000

915,000 1,159,000 -244,000 

48,800,000 48,800,000 0

59,730,000 50,380,000 9,350,000

0 0

負債の部合計

基本金

  基本金

  前受金

  仮受金

  その他の流動負債

固定負債

  設備資金借入金

  長期運営資金借入金

負債及び純資産の部合計 1,628,005,076

三芳
居宅介護

鴨川
ひかり

当年度

負債の部

前年度 増  減

23,709,027 44,168,281 -20,459,254 

純資産の部合計

  修繕費積立金

  備品等購入積立金

  施設整備等積立金

次期繰越活動収支差額

 次期繰越活動収支差額

 (うち当期活動収支差額)

国庫補助金等特別積立金

  国庫補助金等特別積立金整備時

  国庫補助金等特別積立金償還補助

その他の積立金

  移行時特別積立金

  人件費積立金

  長期預り金

  退職給与引当金

  長期特定引当金

5,862,467 2,636,456 3,226,011

0 0 0

0 370,000 -370,000 

17,846,560 41,161,825 -23,315,265 

77,140,000 87,160,000 -10,020,000 

77,140,000 87,160,000 -10,020,000 

0 0 0

0 0 0

0 0

0

0

0

100,849,027 131,328,281 -30,479,254 

0 0 0

0 0

0 0

71,394,167

314,954,064 337,996,557 -23,042,493 

314,954,064 337,996,557 -23,042,493 

505,105,865 505,105,865 0

505,105,865 505,105,865 0

233,423,070

平成24年3月31日現在

173,959,070 59,464,000

350,569,660 331,545,627 19,024,033

48,800,000 48,800,000 0

59,730,000 50,380,000 9,350,000

73,390 493,223 -419,833 

14,500,000 11,500,000 3,000,000

0 0 0

356,526,460 285,132,293



 

み
ん
な
も
そ
の
声
に
う
な
が
さ
れ
て
、
あ
い
て
い
る
水
汲

み
場
へ
向
か
い
ま
す
。 

水
が
入
っ
た
重
い
タ
ン
ク
を
持
つ
の
を
見
て
、 

「
お
お
っ
、
ス
ゴ
イ
ね
」
「
が
ん
ば
る
ね
」
と
声
が
掛
か

り
ま
す
。 

 

み
ん
な
は
夢
中
で
運
ん
で
い
ま
す
の
で
、
職
員
が
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
代
わ
っ
て
あ
い
さ
つ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
で
は
、
ニ
ヤ
リ
と

（
こ
ん
な
の
簡
単
だ
ぜ
）
と
余
裕
の
表
情
を
す
る
方
や
、

（
ち
ょ
っ
と
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
る
と
恥
ず
か
し
い

～
）
と
照
れ
た
感
じ
の
方
も
い
ま
す
。 

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
、
始
ま
っ
て
ま
だ
一
年
に
満
た

な
い
Ｊ
Ｏ
Ｂ
で
す
が
、
着
実
に 

地
域
に
根
付
い
て
い
る
様
子
で 

す
。 

 
 

 
 

（
く
ら
た
） 

    
 

『
冒
険
の
き
っ
か
け
』 

 
 

 

 

木
曜
日
。
和
光
保
育
園
へ
お
仕
事
に
出
か
け
た
Ｊ
Ｏ
Ｂ

チ
ー
ム
の
人
た
ち
。
そ
の
日
は
、
乳
児
棟
の
周
囲
の
草
取

り
に
汗
を
流
し
て
い
た
。
皆
が
草
を
抜
い
て
い
る
芝
生
の

裏
庭
の
先
に
は
柵
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
端
に
工

夫
さ
れ
た
か
わ
い
い
木
戸
が
あ
る
。
普
段
は
閉
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
が
、
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
金
子
さ
ん
の

た
め
に
や
ま
び
こ
広
場
と
外
ト
イ
レ
に 

通
じ
る
そ
の
木
戸
は
開
け
ら
れ
た
。 

金
子
さ
ん
は
す
た
す
た
と
ト
イ
レ
に
向
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

「
木
戸
を
閉
め
て
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
彼
は

頓
着
し
て
い
な
い
。 

ふ
と
見
る
と
、
金
子
さ
ん
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
ハ
イ
ハ
イ

す
る
小
さ
な
後
ろ
姿
が
あ
っ
た
。 

 
 「

あ
っ
、
開
け
た
ま
ま
で
…
」 

 

と
職
員
が
駆
け
寄
る
間
も
な
く
、
小
さ
な
後
ろ
姿
は
木
戸
の

と
こ
ろ
を
越
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

  

「
出
ち
ゃ
い
ま
し
た
！
」 

 

あ
わ
て
て
声
を
出
す
職
員
に
、
保
育
士
さ
ん
は
落
ち
着
き
払

っ
て
言
っ
た
。 

「
彼
女
、
あ
の
柵
を
越
え
る
の
今
日
が
初
め
て
な
ん
で
す
。

勇
気
を
出
し
て
冒
険
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。」 

 

な
る
ほ
ど
、
懸
命
に
手
足
を
ベ
タ
ペ
タ
と
動
か
し 

て
い
る
小
さ
な
彼
女
は
、
体
全
体
か
ら
「
ワ
ク
ワ
ク 

感
」
を
立
ち
昇
ら
せ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

こ
の
話
は
、
終
業
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
聞
い
た
話
で
す
。
彼

女
の
冒
険
を
利
用
者
さ
ん
と
見
守
る
、
そ
ん
な
光
景
が
い
き

い
き
と
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。 

私
は
、
「
冒
険
の
き
っ
か
け
」
っ
て
、
身
近
で
、
ふ
と
し

た
所
に
隠
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
。
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
度
は
、
利
用
者
さ
ん
の
色
々
な
冒
険
や
、
そ
の
「
き
っ

か
け
」
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

（
事
務 

佐
保
田
） 

 

  
 

『
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
』 

 

ジ
ョ
ブ
活
動
は
、
み
ん
な
の
お
仕
事
。 

そ
の
お
仕
事
の
内
容
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
新
し
く
で
き
た
Ｊ
Ｏ
Ｂ
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｄ
Ｒ

Ｏ
Ｐ
（
ド
ロ
ッ
プ
）
と
い
う
Ｊ
Ｏ
Ｂ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
コ

ン
と
湧
い
て
く
る
お
水
を
汲
ん
で
く
る
お
仕
事
で
す
。 

こ
の
水
は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
・
勝
手
の
家
）
な

ど
で
使
う
大
事
な
お
水
で
す
。 

そ
の
水
を
汲
み
に
い
く
場
所
も
い 

ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
み
ん
な
で
「
今
日 

は
ど
こ
の
水
が
良
い
か
な
？
」
と
相 

談
し
て
決
め
ま
す
。 

行
き
つ
け
の
水
汲
み
場
所
が
、
も 

み
じ
ロ
ー
ド
の
途
中
に
あ
る
「
志
駒
」 

と
み
ん
な
で
呼
ん
で
い
る
水
汲
み
場
で
す
。
そ
こ
は
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
で
、
遠
く
か
ら
汲
み
に
く
る
方
達
も
い
る
位
の
場

所
で
、
多
い
と
き
は
並
ぶ
ほ
ど
の
場
所
で
す
。 

 

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
は
、 

タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
一
緒 

に
並
び
ま
す
。 

 

地
域
の
み
な
さ
ん
の
中
で
お
馴
染
み
に
な
っ
て
い
る
方
も

い
て
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
「
こ
っ
ち
あ
い
て
ま
す
よ
」
と
声
を

掛
け
て
き
て
く
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

 

  

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

『
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
豊
岡
光
生
園
』 

  

よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
こ
の
地
「
豊
岡
」
は
、
我
が
子

に
と
っ
て
環
境
も
よ
く
、
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
親

御
さ
ん
は
、
こ
の
地
に
思
い
定
め
た
。 

こ
う
し
て
、
薄
光
会 

豊
岡
光
生
園
が
誕
生
し
て
早
三
十

年
以
上
と
な
る
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
の
あ
る
建
物
も
、
月

日
と
共
に
老
朽
化
が
進
み
、
そ
ろ
そ
ろ
生
ま
れ
変
わ
る
時
期

が
来
た
よ
う
だ
。 

 

こ
こ
ま
で
に
な
る
苦
労
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。 

 

多
く
の
思
い
を
込
め
た
建
物
は
躯
体
を
残
し
、
そ
の
中
で

六
人
単
位
の
「
住
居
」
七
戸
に
分
か
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
「
集

合
住
宅
」
の
よ
う
に
な
る
。 

 

一
人
ひ
と
り
の
部
屋
が
で
き
、 

ど
ん
な
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
か
、 

今
か
ら
わ
く
わ
く
し
て
く
る
。 

そ
の
改
築
・
改
造
工
事
が
、
い
よ 

い
よ
九
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 

工
事
が
進
み
建
物
が
完
成
し
て 

い
く
中
で
、
利
用
者
さ
ん
達
の
日 

常
の
様
子
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
工
事 

の
様
子
を
多
く
の
方
に
お
伝
え
し
て
行
け
た
ら
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
（
榮
） 

豊
岡
光
生
園 

 
 

『
天
高
く
舞
う
炎
（
ど
ん
ど
焼
き
）
』 

  

戸
面
原
ダ
ム
の
湖
畔
に
あ
る
下
郷
橋
近
く
の
広
場
に
、

膨
大
な
量
の
笹
竹
を
う
ず
高
く
積
み
上
げ
、
高
さ
十
二
、

三
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
壮
観
な
や
ぐ
ら
が
で
き
、
平
成
二

十
四
年
二
月
四
日 

富
津
市
観
光
協
会
豊
岡
支
部
に
よ
る

「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
静
か
な
湖
畔
が
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
た
。 

寺
の
住
職
さ
ん
の
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
が
山
あ
い
に
響
き

渡
り
、
祈
祷
が
始
ま
る
。 

日
が
西
の
山
に
隠
れ
よ
う
と
す
る
頃
、
年
男
・
年
女
が
持

つ
松
明
が
火
の
粉
を
ま
き
散
ら
し
な
が
ら
遠
方
か
ら
近
づ

い
て
来
た
。 

 

点
火
だ
。
一
斉
に
火
が
つ
け
ら
れ
る
。
四
方
か
ら
火
の

粉
を
噴
き
上
げ
メ
ラ
メ
ラ
と
燃
え
上
が
り
、
笹
竹
の
や
ぐ

ら
は
炎
の
中
に
シ
ル
エ
ッ
ト
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。「
わ

ぁ
ー
」
っ
と
い
う
歓
声
と
共
に
大
拍
手
で
会
場
は
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。 

炎
は
、
ま
る
で
天
に
届
き
そ
う
な
勢
い
だ
。 

 

「
今
年
は
良
い
年
で
あ
れ
！
」 

 

「
元
気
を
出
そ
う
！
」
そ
う
つ
ぶ
や
い
て
み
る
。 

地
元
で
は
年
々
過
疎
化
が
進
み
、
若
い
人
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
少
し
で
も
多
く
の
人
達
が
参
加
し
て
こ
の
ど

ん
ど
焼
き
が
毎
年
続
き
、
地
域
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

て
欲
し
い
。 

 

そ
し
て
光
生
園
の
利
用
者
さ
ん
達
が
、
い
つ
の
日
も
あ

た
り
前
の
よ
う
に
人
々
に
溶
け
込
ん
で
い
る
事
を
思
う
。

天
を
焦
が
す
よ
う
な
炎
の
て
っ
ぺ
ん
を
見
上
げ
な
が
ら
人

に
優
し
い
未
来
を
祈
っ
た
。 

 
 

 
 

 

原
（
榮
） 

 

三
芳
光
陽
園 

 
 

 

 

『
も
う
一
回
い
い
？
』 

  

以
前
紹
介
し
た
囲
碁
名
人 

徳
さ
ん
の
お
相
手
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
館
山
市
の
囲
碁
サ
ー
ク
ル
で
声
を
か
け

て
下
さ
っ
た
石
川
さ
ん
と
い
う
方
で
、
市
の
大
会
で
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
る
実
力
者
で
す
。 

 

対
局
は
お
昼
す
ぎ
か
ら
始
ま
り
、
夕
方
近
く
ま
で
続
き

ま
す
。
徳
さ
ん
は
お
茶
を
飲
む
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
集
中

し
て
碁
盤
に
向
か
っ
て
お
り
、
負
け
る
と
悔
し
い
の
か
、

『
も
う
一
回
い
い
、
も
う
一
回
い
い
？
』 

と
食
い
下
が
り
、
気
が
つ
け
ば
夕
方
に
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
で
す
。 

「
私
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
よ
」
と
、
石
川
さ
ん

は
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

石
川
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ね
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
中
村
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
タ
カ
さ
ん
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。 

 

タ
カ
さ
ん
の
方
は
相
手
が
言
葉
を
返
し
て
く
れ
た
こ
と

 

お
兄
さ
ん
た
ち
は
車
イ
ス

に
乗
っ
た
見
知
ら
ぬ
人
か
ら

の
突
然
の
大
声
で
の
挨
拶
に

一
瞬
、
戸
惑
い
の
表
情
を
浮

か
べ
な
が
ら
も
、 

「
こ
ん
に
ち
は
！
」 

「
楽
し
か
っ
た
か
？
」 

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

 

遠
足
で
羽
田
空
港
に
出
か
け
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
一
日
、

空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
で
過
ご
し
、
出
発
時
間
が
迫
っ
て
き

て
い
た
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
私
は
バ
ス
の
駐
車
料
金
の
精

算
を
済
ま
せ
よ
う
と
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
車
イ
ス
の
タ

カ
さ
ん
と
空
港
内
の
駐
車
場
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

タ
カ
さ
ん
は
直
前
ま
で
お
目
当
て
の
飛
行
機
を
間
近
で
見

て
い
て
大
興
奮
。
テ
ン
シ
ョ
ン
は
高
い
ま
ま
で
す
。
そ
ん
な

状
態
の
タ
カ
さ
ん
と
私
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
と

き
、
既
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
た
二
人
組
の
若
い
お

兄
さ
ん
た
ち
に
「
う
っ
す
ー
」
と
誰
も
が
振
り
返
る
よ
う
な

大
声
で
手
を
上
げ
て
挨
拶
を
し
た
タ
カ
さ
ん
。 

い
つ
か
、
こ
の
車
で
み
な
さ
ん
を
お
迎
え
に
行
く
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
糸
日
谷
） 

ッ
ク
車
な
の
で
、
女
性
の
私
で

も
運
転
が
出
来
ま
す
。
施
設
長

い
わ
く
、 

「
六
人
乗
り
だ
し
、
車
が
足
り

な
い
と
き
は
、
利
用
者
の
送
迎

に
も
使
え
る
か
ら
ね
！
」
と
の

こ
と
。

湊
ひ
か
り
学
園 

 

  

食い入るように飛行機を眺めるタカさん 

が
も
う
嬉
し
く
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。 

（
ま
ず
い
… 

手
が
出
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
） 

 

普
段
、
タ
カ
さ
ん
が
こ
ん
な
状
態
に
な
る
と
、
嬉
し
さ

の
あ
ま
り
、
相
手
の
方
を
ピ
シ
ャ
ッ
と
叩
い
て
し
ま
う
こ

と
が
時
々
あ
る
の
で
、
三
人
の
や
り
取
り
を
見
な
が
ら
、

私
の
頭
の
中
は
も
う
そ
の
事
で
一
杯
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
、
タ
カ
さ
ん
の
手
が
お
兄
さ
ん
に
不
用
意
に
伸

び
て
き
て
… 

（
あ
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
！
） 

 

タ
カ
さ
ん
の
手
を
止
め
よ
う
と
私
は
狭
い
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
中
で
前
に
転
ぶ
よ
う
な
勢
い
で
両
手
を
差
し
出
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
差
し
出
し
た
両
手
の
先
に
は
お
兄
さ
ん

と
握
手
を
す
る
タ
カ
さ
ん
の
手
が
… 

（
ん
？ 

あ
ん
た
…
何
し
て
ん
の
？
） 

と
い
う
お
兄
さ
ん
た
ち
の
視
線
、 

（
い
つ
も
の
事
だ
か
ら
…
） 

と
そ
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
お
兄
さ
ん
た
ち
に
笑
顔
を
振
り

ま
く
タ
カ
さ
ん
。
〝
三
人
の
世
界
〟
に
入
れ
な
い
私
は
ひ

と
り
ニ
ヤ
ニ
ヤ
照
れ
笑
い
… 

 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド
ア
が
開
き
、
タ
カ
さ
ん
と
私
を
先

に
降
ろ
し
て
く
れ
た
二
人
の
お
兄
さ
ん
た
ち
は
、 

「
じ
ゃ
あ
な
！
」 

 

と
タ
カ
さ
ん
に
挨
拶
を
し
て
駐
車
場
へ
、
タ
カ
さ
ん
の

方
は
手
を
振
り
な
が
ら
笑
顔
、
笑
顔
。
わ
ず
か
十
数
秒
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
の
出
来
事
と
は
い
え
、
〝
気
ま
ず
さ

〟
を
引
き
ず
る
私
は
、
わ
ざ
と
遅
く
歩
い
て
先
に
歩
い
て

い
る
お
兄
さ
ん
た
ち
と
距
離
を
取
ろ
う
と
し
て
み
た
り
、

側
で
〝
嬉
し
さ
〟
を
引
き
ず
る
タ
カ
さ
ん
に 

（
外
づ
ら
は
い
い
ん
だ
な
！
） 

と
悪
態
を
突
い
て
み
た
く
も
な
り
ま
し
た
が
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
中
で
の
三
人
の
自
然
で
何
気
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
今
、
思
い
出
し
て
み
て
も
、
つ
い
ニ
ヤ
リ
と
し

て
し
ま
う
よ
う
な
微
笑
ま
し
さ
で
し
た
。 

（
鈴
鹿
） 

「
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
ま
し
た
！
」 

 

「
何
で
福
祉
施
設
に
ト
ラ
ッ
ク
な
の
？
」 

 

皆
さ
ん
、
そ
う
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
四
月

に
納
車
さ
れ
て
か
ら
、
田
植
え
、
畑
作
業
に
と
既
に
活
躍

し
い
て
い
ま
す
。
Ｗ
キ
ャ
ブ
の
六
人
乗
り
、
オ
ー
ト
マ
チ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

鴨
川
ひ
か
り
学
園 

ひ
か
り
通
信 

「
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
な
？
」 

少
し
緊
張
し
た
様
子
で
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
た
堀
江
さ

ん
が
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
渡
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
長
興
院

の
方
々
は
目
を
潤
ま
せ
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
学
園
の

外
へ
積
極
的
に
行
動
し
た
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
た
こ
の

出
会
い
と
体
験
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
学
園
の
八
重
桜
を
混
ぜ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
を
持
参
し
て
再
び
長
興
院
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ
の

と
き
は
ア
ー
ト
の
大
好
き
な
磯
部
旭
さ
ん
も
飛
び
入
り

参
加
。
さ
ら
し
の
布
に
書
い
た
絵
を
見
て
も
ら
い
そ
の
絵

を
旭
さ
ん
自
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

学
園
外
の
地
域
の
人
々
と
交
流
し
て
い
る
と
き
の
利

用
者
さ
ん
は
い
つ
も
以
上
に
素
敵
な
表
情
、
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。 

今
年
度
の
鴨
川
ひ
か
り
学
園
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
交

流
を
ど
ん
ど
ん
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
﨑 

『
素
敵
な
関
係
を
い
つ
ま
で
も
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
年
度
か
ら
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
」 

と
い
う
作
業
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に
で
き
ま 

し
た
。 

 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
を
ロ
ー
マ
字
読
み
す
る
と 

「
コ
メ
」
。 

 

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
米
粉
を
使
っ
た 

お
菓
子
作
り
を
メ
イ
ン
に
、
そ
の
お
菓
子
を
と
お
し
た
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

メ
ン
バ
ー
は
、
堀
江
美
奈
子
さ
ん
、
仲
川
恵
理
さ
ん
、
三

富
千
鶴
さ
ん
で
す
。 

 

先
日
、
こ
の
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
の
メ
ン
バ
ー
で 

「
長
興
院
」
と
い
う
お
寺
に
、
「
あ
る
特
別
な
も
の
」
を
混

ぜ
た
米
粉
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
持
っ
て
訪
ね
ま
し
た
。 

「
あ
る
特
別
な
も
の
」
と
は
「
み
か
ん
の
皮
」
。
実
は
こ
の

み
か
ん
の
皮
、
以
前
、
こ
ち
ら
に
ワ
ゴ
ン
車
で
の
外
出
で
立

ち
寄
っ
た
と
き
に
、
み
か
ん
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、 

「
な
に
か
お
礼
を
し
た
い
！ 

」 

と
考
え
た
メ
ン
バ
ー
で
、
こ
の
と
き
い
た
だ
い
た
み
か
ん

の
皮
を
活
用
し
て
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
。 

 

 

 
鴨川ひかり学園 金高成樹さん 鴨川ひかり学園 鈴木幸平さん 

20 歳おめでとう！！ ～輝かしい未来に向かって～

 

湊ひかり学園 大竹悠介さん 



 

 

 

あ
る
日
の
事
、
い
つ
も
の
よ
う
に
そ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
職
員
が
挨
拶
す
る
と
、
後
ろ
に
い
た
鹿
島

さ
ん
が
な
に
や
ら
モ
ジ
モ
ジ
。
鹿
島
さ
ん
は
と
き
ど
き
と
て

も
シ
ャ
イ
に
な
る
の
で
す
。 

 

職
員
が
「
挨
拶
は
大
事
だ
か
ん
ね
」
と
声
を
か
け
る
と
、

鹿
島
さ
ん
は
意
を
決
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、 

「
こ
ん
に
ち
は
！
」 

数
日
後
、
再
び
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

と
す
れ
違
う
と
あ
ち
ら
か
ら 

「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と 

挨
拶
さ
れ
、
ホ
ッ
コ
リ
。 

挨
拶
の
大
切
さ
と
素
晴
ら
し
さ 

を
感
じ
な
が
ら
、
足
取
り
も
軽
く
な
り
…
。 

「
コ
ー
ヒ
ー
買
っ
て
ね
！
」 

「
わ
か
っ
た
よ
！
」 

 

い
つ
も
よ
り
張
り
切
っ
た
声
の
や
り
取
り
が
店
内
に
響

い
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
庄
司
） 

 
 

 

※
世
話
人
さ
ん
や
夜
勤
専
門
員
の
方
々
は
、
地
元
の
方
も
多

い
の
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
暮
ら
し

て
い
く
の
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

自
然
と
顔
見
知
り
が
多
く
な
っ
た
り
、
一
人
ひ
と
り
の
こ

と
を
微
笑
ま
し
く
語
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
お
休
み
の
日

で
も
、
家
に
い
て
も
つ
ま
ら
な
い
か
ら
と
、
お
化
粧
を
し
て

ホ
ー
ム
に
や
っ
て
く
る
世
話
人
さ
ん
も
い
る
の
で
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。 

ま
さ
に
「
輝
い
て
い
る
」
熟
年
．
．

の
方
々
な
の
で
す
。

 
 

 

（
管
理
者
） 

  
 

『
買
い
物
に
い
く
道
で
』 

 

あ
け
ぼ
の
荘
に
は
買
い
物
好
き
の
男
性
が
三
名
い
ま
す
。

ご
婦
人
方
の
買
物
に
「
付
き
合
い
切
れ
ん
」
と
い
う
殿
方

も
多
く
い
る
中
で
、
日
々
の
食
材
や
お
茶
菓
子
を
見
て
選
ぶ

の
が
何
よ
り
も
楽
し
み
の
よ
う
で
。 

普
段
は
五
時
少
し
前
の
ホ
ー
ム
へ
の
帰
宅
な
の
で
、
休
む

間
も
な
く
代
表
一
名
か
二
名
が
バ
タ
バ
タ
と
買
い
物
に
出
掛

け
る
の
で
す
。
し
か
も
、
車
に
乗
っ
て
。 

 

で
も
、
休
日
に
な
る
と
決
ま
っ
て
三
人
そ
ろ
っ
て
出
か
け

ま
す
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
、
運
動
も
兼
ね
て
歩
い
て
十
分
ほ

ど
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー
へ
「
る
ん
る
ん
」
。 

 

ス
ー
パ
ー
吉
田
屋
へ
は
、
つ
づ
ら
に
折
れ
た
急
な
坂
道
が

続
き
ま
す
。
う
ん
う
ん
歩
い
て
い
く
と
、
必
ず
近
所
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
畑
作
業
を
し
て
い
て
、
三
人
に
出
会
う

と
作
業
の
手
を
ち
ょ
こ
っ
と
止
め
て
ま
ぶ
し
い
顔
で
頭
を
ぺ

こ
ん
と
下
げ
て
く
れ
ま
す
。 

 

     
 

 

『
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
お
母
さ
ん
』 

 

ケ
ア
ホ
ー
ム
に
は
入
居
者
の
為
に
、
食
事
の
支
度
・
洗
濯
・

掃
除
な
ど
を
し
て
く
れ
る
世
話
人
さ
ん
が
い
ま
す
。 

下
宿
屋
の
お
ば
ち
ゃ
ん
的
存
在
の
方
ば
か
り
で
す
。 

ど
の
ホ
ー
ム
の
世
話
人
さ
ん
も
、 

明
る
く
お
料
理
が
上
手
で
、
実
年
齢 

よ
り
も
か
な
り
若
く
見
え
ま
す
。 

（
お
世
辞
で
は
な
い
で
す
よ
！
） 

先
日
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、 

そ
の
秘
密
が
少
し
わ
か
り
ま
し
た
。 

人
は
何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
、 

人
生
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
張
り
合
い
が
で

き
、
生
き
る
力
が
湧
い
て
く
る
も
の
で
す
ね
。 

幸
せ
に
し
た
い
人
が
い
る
と
思
え
る
事
が
、
自
分
の
人
生
も
輝

か
せ
て
く
れ
る
気
が
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ケ
ア
ホ
ー
ム
は
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
所
。 

六
つ
の
ホ
ー
ム
は
雰
囲
気
も 

 

さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

 

喜
怒
哀
楽
が
あ
り
、
お
母
さ
ん 

た
ち
の
お
か
げ
で
、
料
理
だ
け 

で
な
く
、
住
人
た
ち
も
い
い
．
． 

味
付
け

．
．
．

に
な
っ
て
い
る
と 

感
じ
ま
し
た
。 

 

（
髙
橋
） 

COCO 

de

ここ

  

【
編
集
後
記
】 

こ
の
間
、
長
野
の
軽
井
沢
で
の
関
東
地
区

知
的
障
害
者
福
祉
関
係
職
員
研
究
大
会
に
参
加
し
た
。
障
が

い
当
事
者
だ
け
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
圧
巻
だ
っ
た
。
当
事
者

と
し
て
の
思
い
と
従
事
者
へ
の
厳
し
さ
の
あ
る
注
文
だ
っ

た
。
一
従
事
者
と
し
て
襟
を
正
し
、
障
が
い
当
事
者
の
一
人

と
し
て
涙
し
た
。
時
代
は
変
わ
る
。
地
域
も
変
わ
る
。
当
事

者
の
立
ち
位
置
も
。 

人
の
絆
も
ふ
た
た
び
。 

 

（
つ
） 

 




